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２ つけましたか？住宅用火災警報器
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　住宅火災は例年２，０００件台を推移して、建物火災の約６割を占めています。


火災による死者の８割は住宅から発生しています。また、そのうち高齢者が６割近くとなっています。　


住宅火災により亡くなった人の約５割が「発見の遅れ」によるものです。大切な命を守るために、住宅用火災警報器を早期に設置しましょう。











連動型の例





煙式


式





熱式


式





光の乱反射を利用して火災の煙を感知し、警報を発します。


火災の発生を早期に発見するために、煙式の住宅用火災警報器を設置しましょう。








　周囲の温度が一定以上になると、警報を発します。


　台所等の火災以外の煙を感知するおそれのある場所では、熱式を設置することができます。





　火災のほかに、ガス漏れなどを感知します。





複合型





補助警報装置





　高齢者の方や、目や耳の不自由な方には、


音や光、振動などで火災の発生を知らせる


補助警報装置もあります。





※近年１０年間の統計値





◆こんな便利なものもあります。








煙式（光電式）





　火災を感知した警報器だけでなく、接続されているすべての警報器が火災信号を受け警報を発します。


（例えば、台所の警報器が火災を感知すると、居室や階段の


すべての警報器が警報を発します。）





連動型





熱式（定温式）











住宅用火災警報器には、どんな種類があるの？





複合型





※





発見の遅れ


（418人、49.7%）





大切な命を守るために、早期に設置しましょう！！








�





防災設備取扱い店や電気器具販売店、ホームセンターなどで購入できます。


購入の目安として右のマークが付いているものを選びましょう。


※今お住まいの住宅に、平成２２年３月３１日までに取り付けた場合に限り認められています。





購入するには？





どこに設置するの？





すべての部屋、台所、階段に設置が必要です。（浴室、トイレ、洗面所、納戸などは含まれません。）





住宅用火災警報器の設置義務化まで、あと１年をきりました。平成２２年４月１日から設置が義務となります。








